
※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

経営比較分析表（令和2年度決算）
神奈川県　横浜市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H28 H29 H30 R01 R02

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 122,461 122,580 125,362 126,330 104,397

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 677,128 562,534 297,442 269,005 337,898

- 517.3 24,149 834

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

1,467 17.8 有 無

全体総括

　全体の指標から、横浜市の経営状況はおおむね健全
な状態であると考えられます。
　これまでの自主自立の経営の成果により、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を加味しても、短期的には事
業の健全性は維持できる見込みです。しかしながら、
新型コロナウイルス感染症の影響による「新しい生活
様式」に代表されるテレワークの定着などによって、
お客様のご利用がコロナ禍以前の水準まで回復するこ
とは見込みづらい状況です。
　こうした影響が長期化することも想定しながら、支
出の見直しや抑制、さらなる効率的な経営を計りつ
つ、今後も市民の皆様に安全で確実な輸送サービスの
提供を続けてまいります。

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

　横浜市では、これまでの経営改革の成果により、「自主
自立の経営」の持続的な基盤を確立しましたが、令和２年
度は年間を通じて新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、指標が全体的に悪化しています。
①経常収支比率は、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、乗車料収入が前年度比で26.1％減少（敬老パス等の特
別乗車証収入除く）となったことから、大幅に悪化し、
100％を下回りました。
②営業収支比率は、①の経常収支比率と同様の理由により
大幅に悪化し、100％を下回る状況が続いています。
③流動比率は、新型コロナウイルス感染症の影響による乗
車料収入の減少に伴い、現金収入が低下したものの、200％
程度を維持しており、短期的な支払能力については健全性
を維持しています。
④累積欠損金比率は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より過去最大級の当期純損失となったことから欠損金が生
じ、比率が悪化しています。
⑤新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が減少
した一方、他会計負担金に大きな変動がなかったため、利
用者１回当たり他会計負担額は上昇していますが、平均値
と比べ低い傾向にあります。なお、横浜市では、他会計か
らの補助金としていわゆる赤字補填のための補助金の繰入
は行っていません。
⑥新型コロナウイルス感染症の影響により利用者数が減少
したことから、利用者１回当たり運行経費は上昇していま
すが、平均値と比べ低い傾向にあります。
⑦任意補助金に頼らない、自主自立の経営を持続している
ことから、他会計負担比率は、平均値と比べ低い傾向にあ
ります。
⑧企業債残高対料金収入比率は、新型コロナウイルス感染
症の影響により乗車料収入の減少や収入減を受けて平年よ
り多額の企業債を発行したものの、これまで企業債の発行
を抑制してきたことから、平均値と比べ低い傾向にありま
す。
⑨有形固定資産減価償却率は、バス車両の取得台数が多
かったことから低下しています。

2. 経営の効率性について

　①及び④については、新型コロナウイルス感染症の
影響による利用者数の減少が数値に直結するため、過
年度に比べ効率性は悪化しています。
　①走行キロ当たりの収入、②走行キロ当たりの運送
原価、③走行キロ当たり人件費及び④乗車効率のいず
れも、運行エリア等諸条件が異なることから単純比較
はできないものの、平均値より高い傾向にあります。
　なお、横浜市では、民間事業者と同水準の給料表を
導入しています。

2. 経営の効率性
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③流動比率（％）
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当該値 251.2 267.2 241.1 244.9 195.6

平均値 100.0 156.7 155.3 154.2 126.8
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⑥利用者１回当たり運行経費（円）
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■当該値⑤ 5.5 4.6 2.4 2.1 3.2

■当該値⑥ 157.9 164.3 160.9 161.9 197.5

■平均値⑤ 14.6 14.5 14.7 14.2 23.4
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当該値 3.5 2.8 1.5 1.3 1.6

平均値 8.1 8.0 8.0 7.5 9.6

○事業の状況

○独立採算の状況 ○資産及び負債の状況
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⑨有形固定資産減価償却率（％）
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③走行キロ当たりの人件費（円）
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当該値 520.83 541.64 531.70 544.38 565.60
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②走行キロ当たりの運送原価（円）
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当該値 759.75 799.38 803.08 814.03 852.51
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